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　「おもちゃ図書館」は、障害のある子もない子もおもちゃを通して仲良く遊ぶ“ふれあいコーナー”です。
同館の運営を担って30周年を迎えたボランティア団体「よっちゃんグループ」の皆さんにお話を伺いました。

Vol.91

場 所：総合会館３階／開館時間：10：00～15：00（12：00～13：00は昼休み）
休館日：�土・日曜日、祝日ほか。詳しくはホームページ（HPhttps://yokkaichi-�

shakyo.or.jp/disability-welfare/f09/）でご確認ください
その他：�利用時はマスクを着用してください。発熱や咳など風邪の症状がある場

合は利用をお控えください。人数を制限する場合があります

お も ち ゃ 図 書 館

四日市市おもちゃ図書館
運営ボランティア よっちゃんグループ
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■活動を始めて30年
「よっちゃんグループ」は、平成２年におもちゃ図書
館が開館するに当たり、その運営をするボランティアグ
ループとして結成されました。おもちゃ図書館は全国に
あり、当時は障害のある子のためのものが一般的でした
が、四日市市のおもちゃ図書館は当初から障害のある子
もない子も一緒に遊べる場としてスタートしました。
現在は30代から80代まで、15人のメンバーで活動し

ています。

■自分たちも元気をもらえる
おもちゃ図書館では「こんなおもちゃがいいんじゃな
いかな」と薦めたりしながら、子どもと保護者が楽しく
遊べるようお手伝いをしています。家と違って広々と遊
べ、「つかまらずに歩くところを初めて見た」という場
面に立ち会ったときは私たちもうれしくなりました。
30年続いているので、「自分が小さい頃にも来ていた」
と懐かしがって親子２代で来てくれる人もいます。子ど
ものかわいい笑顔を見るとなごみますし、子どもと接す
ることで私たちもパワーをもらえます。成長の一歩一歩
を見るのは楽しいです。
また、一緒に遊ぶ中で保護者の悩みを聞くこともあり

ます。どこまで踏み込むべきか察するのは難しいですが、
力になりたいと思いますね。

■楽しみながら活動
おもちゃ図書館にはたくさんのおもちゃがあり、ここ
にしかない手作りのおもちゃもあります。特に布絵本は、

何人かで相談しながら、表情を変えたり手触りが異なる
素材を使ったりして工夫して作っています。作る過程も
楽しいですよ。
また、月１回程度、子育て支援センターなどにおもち
ゃを持って出向く「移動おもちゃ図書館」を行っている
ほか、年に１回、「おもちゃ図書館まつり」を開催して
います。今年は新型コロナウイルス感染症の影響で開催
できませんが、例年、手遊びも盛り込んだ人形劇をやっ
ていて、200人ぐらいの親子が来てくれます。

■コロナ禍でも手探りで運営
今は新型コロナウイルス感染症の影響で、消毒・検温、
大人はマスクの着用をお願いし、５組程度までに入館人
数を制限しています。また、適宜おもちゃを拭いたり、
消毒しにくいおもちゃは撤去したりするなど、手探りで
運営しています。
元々コロナ禍の前から消毒はしっかり行っていて、月
末には“消毒日”も設けています。拭けないおもちゃは
殺菌線消毒ロッカーを使って消毒するんですよ。

■みんなウェルカム！
「こんなところがあるなんて知らなかった」という人
も多いので、もっと多くの人に知ってもらい、おもちゃ
図書館に遊びに来てほしいですね。
また、ボランティアのメンバーも大歓迎です。和気あ
いあいとしていて、自分の都合に合わせて活動できます
よ。優しい気持ちがあれば誰でもできるので、興味があ
ればぜひ一緒に活動してほしいと思います。

10月放送のCTY「ちゃんねるよっかいち」やCTY-FM「よっかいちわいわい人探訪」でも紹介します。（放送時間は裏表紙へ）

→


